
星野　竒（くすし）
北大に学び大月に生きた星野家当主

　
星
野
　
竒
（
く
す
し
）
は
旧

姓
、
置
塩
（
お
し
お
）
竒
と
い

い
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九

五
）
九
月
十
七
日
、
静
岡
県
志

太
郡
島
田
宿
（
現
在
の
島
田

市
）
四
八
〇
番
地
に
て
、
父
置

塩
藤
四
郎
・
母
さ
だ
の
五
男
と

し
て
出
生
し
た
。
竒
（
く
す

し
）
と
は
奇
の
略
字
で
あ
る
が
、

珍
し
い
名
を
つ
け
た
の
は
、
並

み
の
子
で
な
い
人
に
育
っ
て
欲

し
い
と
い
う
両
親
の
願
い
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
男
八
人
女

三
人
の
十
一
人
姉
兄
弟
の
八
番

目
で
、
兄
弟
げ
ん
か
は
本
物
の

刀
（
真
剣
）
で
や
っ
て
い
た
と

い
う
。

■
北
大
・
瓔
珞
み
が
く
・
テ
ニ

ス　
置
塩
家
は
伊
勢
神
宮
の
神
官

の
家
柄
で
あ
っ
た
の
で
、
竒
は

中
学
を
伊
勢
の
宇
治
山
田
中
学

に
学
び
、
大
学
は
遠
路 

北
海

道
帝
国
大
学
農
学
科
に
学
ぶ
が
、

こ
の
北
大
で
青
春
を
大
い
に
謳

歌
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
正
九

年
（
一
九
二
〇
）
北
大
予
科
は

毎
年
恒
例
の
予
科
会
歌
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
、
竒
は
友
人
佐

藤
一
雄
が
作
詞
し
た
「
瓔
珞

（
よ
う
ら
く
）
み
が
く
」
に
曲

を
つ
け
応
募
、
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
。
さ
て
、
大
正
九
年
の

北
大
予
科
会
歌
の
優
秀
作
の
コ

ン
ペ
、
場
所
は
北
大
の
学
生
寮

恵
迪
（
け
い
て
き
）
寮
の
食
堂
。

　
竒
は
食
堂
の
隅
に
あ
っ
た
オ

ル
ガ
ン
を
引
っ
張
り
出
し
て
弾

き
な
が
ら
蛮
声
を
張
り
上
げ
る
。

そ
れ
が
良
か
っ
た
の
か
、
見
事

優
勝
と
な
っ
た
。
優
勝
賞
金
が

当
時
三
円
。
こ
の
三
円
で
竒
は

大
変
な
思
い
を
す
る
。
竒
は
優

勝
祝
い
に
数
人
で
、
そ
ば
で
も

と
っ
て
食
お
う
と
思
っ
た
そ
う

だ
が
、
寮
生
に
こ
れ
が
伝
わ
り
、

竒
の
部
屋
に
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
皆

が
集
ま
っ
て
く
る
、
そ
ば
が
な

く
な
れ
ば
、
も
う
ど
ん
ど
ん
勝

手
に
そ
ば
や
に
出
前
を
頼
ん
で

し
ま
う
。
結
局
、
賞
金
の
三
円

で
は
足
り
な
く
て
、
ほ
か
に
三

円
の
足
が
出
た
。
当
時
そ
ば
は

五
銭
く
ら
い
と
す
れ
ば
、
総
計

百
二
十
杯
く
ら
い
そ
ば
を
食
べ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
竒
が
楽
し

そ
う
に
話
し
て
い
た
顔
が
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
孫
の
喜

忠
は
語
る
。
北
海
道
は
札
幌
の

街
中
に
北
海
道
大
学
植
物
園
が

あ
る
。
入
園
す
る
と
す
ぐ
高
さ

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
「
瓔
珞
み

が
く
」
の
歌
碑
が
あ
り
、
こ
の

歌
の
歌
詞
は
当
時
の
北
海
道
の

様
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
の

こ
ろ
北
大
で
青
春
を
謳
歌
し
た

若
者
達
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
な
、
フ
ッ
と
そ
ん
な

気
が
し
て
く
る
。
こ
の
歌
、
作

ら
れ
て
約
八
十
五
年
、
今
も
北

大
の
学
生
に
歌
い
継
が
れ
て
生

き
残
っ
て
い
る
。
最
近
ま
で
札

幌
市
内
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

「
瓔
珞
み
が
く
」
や
「
都
ぞ
弥

生
」
を
聞
き
た
い
、
と
運
転
手

に
頼
む
と
テ
ー
プ
を
か
け
て
く

れ
る
タ
ク
シ
ー
も
多
か
っ
た
と

か
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
日
本

の
主
に
旧
制
高
校
の
寮
歌
・
愛

唱
歌
な
ど
を
懐
か
し
む
集
い
が

全
国
的
な
行
事
と
し
て
「
日
本

寮
歌
祭
」
が
各
地
で
催
う
さ
れ

た
。
竒
は
当
時
、
既
に
ほ
と
ん

ど
物
故
さ
れ
て
い
た
作
詞
・
作

曲
者
の
生
き
残
り
の
一
人
と
し

て
寮
歌
祭
に
引
っ
張
り
出
さ
れ

て
い
た
が
、
壇
上
で
指
揮
を
と

り
な
が
ら
元
気
に
「
瓔
珞
み
が

く
」
を
高
唱
す
る
姿
は
北
大
青

春
時
代
の
姿
そ
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
花
咲
の
星
野
家
前
の
「
瓔

珞
み
が
く
」
歌
碑
は
竒
が
昭
和

四
十
六
年
に
札
幌
の
北
大
植
物

園
の
碑
を
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
に
し

て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

「
瓔
珞
み
が
く
」

（
大
正
九
年 

北
海
道
帝
国

　
大
学
予
科
桜
星
会
会
歌
）

　
　
　
佐
藤 

一
雄
作
　

　
　
　
星
野
（
置
塩
）
竒
作
曲

一
、
瓔
珞
（
よ
う
ら
く
）
み
が

　
く
石
狩
の

　
源
（
み
な
も
と
）
遠
く
訪
　

　
（
と
）
い
く
れ
ば

　
原
始
の
森
は
闇
（
く
ら
く
）

　
し
て

　
雪
解
（
ゆ
き
げ
）
の
泉 

玉

　
と
湧
く

二
、
浜
茄
子
（
は
ま
な
す
）
紅

（
あ
か
）
き
磯
辺
に
も

　
鈴
蘭
香
る
谷
間
に
も

　
愛
奴
（
ア
イ
ヌ
）
の
姿
薄
れ

　
ゆ
く

　
蝦
夷
（
え
ぞ
）
の
昔
を
懐
　

　
（
お
も
）
ふ
か
な

三
、
今 

円
山
（
ま
る
や
ま
）

　
の
桜
花
（
さ
く
ら
ば
な
）

　
歴
史
は
旧
（
ふ
）
り
て
四
十

　
年

　
吾
が
学
び
舎
（
や
）
の
先
人

　
が

　
建
て
し
功
（
い
さ
お
）
は
い

　
や
栄
（
さ
か
）
ゆ

八
、
想
（
お
も
い
）
を
秘
め
し

　
若
人
が

　
唇
か
た
く
ほ
ほ
え
み
つ

　
仰
げ
ば
高
く
聳
（
そ
び
）
え

　
立
つ

　
羊
蹄
山
（
よ
う
て
い
ざ
ん
）

　
に
雪
潔
（
き
よ
）
し

ま
た
北
大
で
は
「
ボ
ー
イ
ズ
　

ビ
ー
　
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
で
著

名
な
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
孫
（
当

時
北
大
に
留
学
し
て
い
た
ク
ラ

ー
ク
�
世
）
と
「
テ
ニ
ス
」

（
硬
式
）
を
や
っ
て
い
た
そ
う

で
、
実
は
や
り
す
ぎ
て
一
年
ど

っ
ぺ
っ
た
（
留
年
し
た
）
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
北
大
庭
球
部

Ｏ
Ｂ
。

■
結
婚
・
震
災
復
興
局
・
神
戸

住
ま
い

　
思
い
出
多
い
北
大
を
卒
業
し

た
竒
は
、
大
正
十
二
年
縁
あ
っ

て
山
梨
県
北
都
留
郡
廣
里
村
花

咲
の
星
野
屋
、
星
野
喜
照
（
当

時
廣
里
村
村
長
）
の
長
女
照
子

の
婿
と
し
て
養
子
縁
組
し
結
婚

し
た
。

　
結
婚
後
は
学
生
時
代
に
建
築

製
図
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
関

東
大
震
災
に
対
処
し
て
出
来
た

震
災
復
興
局
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
、
東
京
の
阿
佐
ヶ
谷
に

て
生
活
を
開
始
し
た
。
横
浜
市

公
園
課
に
て
公
園
建
設
技
師
と

し
て
横
浜
公
園
・
山
手
公
園
・

横
浜
商
業
学
校
運
動
場
な
ど
の

設
計
を
し
た
。
大
正
十
三
年
長

女
千
鶴
が
誕
生
。
そ
の
後
、
関

西
神
戸
近
郊
の
御
影
に
転
居
、

長
兄
置
塩 

章
の
経
営
す
る
神

戸
の
置
塩
一
級
建
築
設
計
事
務

所
に
勤
め
、
現
宮
崎
県
庁
正
面

玄
関
前
の
庭
園
設
計
な
ど
を
手

懸
け
た
。

■
富
士
納
豆

　
昭
和
九
年
に
大
月
に
戻
っ
た

竒
は
、
学
生
時
代
に
納
豆
菌
純

粋
培
養
の
研
究
者
の
半
澤
　
洵

北
海
道
帝
国
大
学
教
授
（
農
学

部
長
）
の
謦
咳
に
触
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
昭
和
十
年

に
大
月
で
納
豆
の
製
造
販
売
を

始
め
た
。
当
時
県
下
に
は
納
豆

製
造
業
者
は
無
く
、
山
梨
県
に

は
そ
の
頃
納
豆
を
食
べ
た
こ
と

が
あ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
「
星
野
屋
が
納
豆
を
作
り

始
め
た
？
」
と
、
当
時
の
大
月

の
人
々
は
驚
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　
そ
の
後
、
推
さ
れ
て
全
国
納

豆
協
同
組
合
連
合
会
副
会
長
と

な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
同
会
発

行
の
「
納
豆
沿
革
史
」
編
纂
委

員
長
を
務
め
た
。
そ
の
納
豆

「
富
士
納
豆
」
は
七
十
年
を
経

た
現
在
孫
の
星
野
喜
忠
に
継
承

さ
れ
郡
内
や
東
京
の
一
部
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。

■
下
花
咲
水
道
組
合
（
聖
泉

会
）

　
昭
和
二
十
年
八
月
、
太
平
洋

戦
争
は
終
戦
を
迎
え
、
戦
時
中

「
大
政
翼
賛
会
」
で
活
動
し
て

い
た
竒
は
公
職
追
放
の
処
分
を

受
け
、
当
時
は
星
野
家
に
と
っ

て
も
大
変
苦
し
い
時
期
で
あ
っ

た
と
い
う
。
下
花
咲
で
は
昭
和

十
六
年
頃
よ
り
悪
疫
が
流
行
り
、

そ
の
原
因
は
堰
の
水
を
飲
み
水

に
も
洗
濯
に
も
使
用
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
た
め
、
下
花
咲
区
民

は
相
談
し
て
昭
和
二
十
年
十
月

「
下
花
咲
水
道
組
合
」
を
設
立
、

星
野
家
の
大
井
戸
を
水
源
と
し

て
区
内
七
箇
所
に
共
同
水
栓
を

設
け
炊
事
に
使
用
し
た
。
こ
の

た
め
以
来
悪
疫
が
流
行
る
こ
と

は
無
か
っ
た
。
そ
の
後 

市
水

道
が
敷
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
昭

和
三
十
八
年
末
同
組
合
は
解
散

し
た
。
十
八
年
間
に
亘
り
下
花

咲
区
民
五
百
人
の
生
活
の
源
泉

と
な
り
、
ま
た
疫
病
を
阻
止
し

た
水
道
事
業
に
つ
い
て
こ
れ
を

永
久
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
星
野

家
の
井
戸
に
隣
接
し
て
い
た
水

源
タ
ン
ク
は
主
柱
を
残
し
て
聖

泉
会
の
記
念
塔
と
し
て
星
野
邸

内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

■
大
月
市
酪
農
業
協
同
組
合

　
昭
和
二
十
三
年
頃
か
ら
全
国

的
に
酪
農
へ
の
熱
が
高
ま
り
、

郡
内
で
も
養
蚕
に
加
え
て
酪
農

を
す
る
農
家
が
徐
々
に
増
え
て

き
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
各
地
の

町
村
で
も
酪
農
組
合
が
結
成
さ

れ
た
が
、
大
月
市
の
市
制
移
行

に
よ
り
昭
和
三
十
四
年
「
大
月

市
酪
農
業
協
同
組
合
」
が
大
同

団
結
結
成
さ
れ
た
。

　
初
代
組
合
長
は
推
さ
れ
て
星

野
　
竒
、
約
百
十
軒
の
酪
農
家

が
参
加
、
乳
牛
頭
数
は
最
盛
時

三
百
五
十
頭
を
数
え
た
。
牛
乳

は
当
初
山
口
明
男
氏
の
山
口
牛

乳
店
に
組
合
員
各
人
が
リ
ヤ
カ

ー
や
自
転
車
で
運
び
込
ん
で
い

た
が
、
や
が
て
市
内
各
地
に
集

乳
所
が
作
ら
れ
、
昭
和
四
十
八

年
頃
に
は
冷
却
装
置
四
機
を
備

え
た
集
乳
設
備
が
花
咲
の
酪
農

組
合
事
務
所
近
く
に
完
成
、
大

月
市
の
み
な
ら
ず
鳴
沢
や
忍
野

村
な
ど
か
ら
も
集
め
ら
れ
た
牛

乳
は
主
に
森
永
乳
業
⑭
多
摩
工

場
に
出
荷
さ
れ
た
。

 

竒
は
そ
の
後
山
梨
県
酪
農
協

議
会
会
長
を
務
め
、
大
月
酪
農

組
合
長
は
昭
和
四
十
二
年
小
俣

国
廣
氏
に
継
承
さ
れ
た
。
小
俣

国
廣
氏
子
息
静
男
氏
が
六
十
頭

以
上
を
飼
育
し
た
が
、
大
月
の

酪
農
は
そ
の
後
従
事
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
減
少

の
道
を
た
ど
り
、
平
成
十
年
組

合
は
解
散
。
平
成
十
九
年
ま
で

酪
農
の
灯
を
灯
し
つ
づ
け
た
の

は
七
保
町
奈
良
子
の
佐
藤
長
平

氏
で
、
大
月
市
最
後
の
酪
農
家

と
な
っ
た
。

 

大
月
の
酪
農
に
つ
い
て
は
竒

が
北
海
道
の
大
学
で
学
び
、
道

内
で
酪
農
事
業
を
見
聞
し
て
い

た
こ
と
と
深
い
関
連
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
（
酪
農
組
合
事

務
所
に
組
合
発
足
時
よ
り
永
年

に
亘
っ
て
勤
め
ら
れ
た
鳥
沢
中

野
の
鈴
木
利
一
氏
か
ら
貴
重
な

話
し
を
お
伺
い
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
）

■
花
咲
富
士
見
台
団
地
造
成

　
昭
和
三
十
七
年
当
時
の
大
月

市
長
井
上
武
右
衛
門
氏
は
、
大

月
市
民
病
院
を
花
咲
和
原
地
区

へ
の
移
転
計
画
と
併
せ
て
堂
地

地
区
を
含
め
た
住
宅
団
地
を
開

発
し
住
宅
難
を
緩
和
し
た
い
と

の
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
当
時
下
花
咲

区
長
星
野
　
正
氏
に
市
会
議
員

や
大
月
商
店
街
有
志
か
ら
住
宅

団
地
造
成
に
つ
い
て
懇
請
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
初
花

咲
団
地
開
発
協
議
会
と
し
て
発

足
し
大
月
信
用
金
庫
理
事
長
和

光
政
雄
氏
が
会
長
と
な
っ
た
が
、

花
咲
富
士
見
台
団
地
造
成
委
員

会
と
改
称
さ
れ
、
星
野
　
竒
が

委
員
長
と
な
っ
た
。
四
十
数
名

の
地
主
は
大
月
の
有
志
や
施
工

者
の
富
士
観
光
開
発
⑭
と
協
議

を
重
ね
、
四
十
年
九
月
起
工
四

十
一
年
十
月
完
工
し
た
が
、
約

四
万
坪
の
地
主
達
は
祖
先
か
ら

耕
作
さ
れ
て
き
た
伝
来
の
土
地

を
住
宅
団
地
に
変
更
す
る
こ
と

は
容
易
に
諒
承
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。
富
士
山
を
望
む
高
壮

な
富
士
見
台
地
区
居
住
者
は
今

や
二
百
世
帯
以
上
に
及
び
、
泉

下
の
竒
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
の
記
念
碑
は
大
月

中
央
病
院
に
登
る
坂
の
左
手
半

ば
に
あ
る
。

■
大
月
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六

三
）
大
月
に
県
内
三
番
目
の
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
大

月
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
が
設

立
さ
れ
た
。
初
代
会
長
は
元
大

月
市
長
井
上
武
右
衛
門
氏
、
竒

は
こ
の
創
設
に
か
か
わ
り
第
三

代
会
長
を
務
め
た
。
市
内
の
有

力
者
が
数
多
く
集
う
慈
善
親
睦

団
体
と
し
て
幅
広
く
活
動
を
展

開
し
約
五
十
名
の
会
員
を
擁
す

る
ま
で
に
な
っ
た
。
竒
は
そ
の

後
大
月
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

所
属
す
る
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

二
六
二
〇
地
区
第
四
分
区
代
理

（
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
）
を
務
め
、

デ
ン
バ
ー
の
世
界
大
会
に
参
加
。

大
月
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
は

そ
の
後
、
息
子
三
郎
・
孫
喜
忠

が
入
会
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
を
務

め
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
七
年
、
黄
綬
褒
章

を
、
同
四
十
一
年
春
、
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受
章
の
栄
に
浴

し
た
。
竒
は
「
富
士
山
の
見
え

る
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
」
と
、

自
身
が
そ
の
事
業
に
委
員
長
と

し
て
関
わ
っ
た
富
士
見
台
の
一

角
に
別
寓
を
構
え
老
妻
照
子
と

と
も
に
毎
日
富
士
山
を
家
か
ら

眺
め
る
と
い
う
生
活
を
し
て
穏

や
か
な
晩
年
を
す
ご
し
た
。
昭

和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
三

月
十
九
日
没
。
享
年
八
十
八
歳
。

　
清
廉
潔
白
に
し
て
白
髪
温
厚

な
紳
士
で
地
域
の
誰
か
ら
も
親

し
ま
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

参
考
文
献

心
に
舞
う
四
「
花
咲
本
陣
」
甲

州
道
中
星
野
家

「
瓔
珞
み
が
く
」
東
京
エ
ル
ム

会
寮
歌
委
員
会
編

歌
集
「
瓔
珞
み
が
く
」
星
野
照

子「
納
豆
沿
革
史
」
全
国
納
豆
協

同
組
合
連
合
会

執
筆
者
　
　
井
上
　
　
豊

協
力
者
　
　
仁
科
　
義
民

大月酪農組合職員のみなさんと（昭和38年）大月酪農組合職員のみなさんと（昭和38年）


